






































































































































































































































を得る : ∂uIl(r,i) n[2_.′_⊥､ ∂u⊥(r,i)
-D"∇2ul(r,i),∂t ~‖'Ⅵ‖＼~7Y'フ ∂t
E" Ei
Dl=面 , Dl=面
-D⊥∇2u⊥(r,i) (3.10)
(3･11)
2つの拡散係数は
この議論では拡散則は保存量の存在に結びつかない｡不均一な空間パターンの発生によって連
続な併進対称性が自発的に破れたことによる遅い運動モードがここでは拡散という形をとる｡
これは完全に散逸的な場合の南部-Goldstoneモードの一種である｡
ここで述べた純粋な拡散則が成り立つためには2つの長さのスケール､即ちパターンの相関
距離と変位u(r)のスケールが完全に分離している必要がある｡実験が示す様にパターンがフラ
クタル的で相関距離が伸びていればこの条件は危うい｡事実拡散則からずれも観測されている｡
図6([19]のFig･8)にPDE9と呼ばれる物質の例をしめした｡緩和レートはDq2+D′q4,D′/D-
(75nm±15nm)2でフイットできる｡
3.5 有限な寿命を持った回転及び併進パターンの現象論
ネマチック液晶では球形でない分子の向きがある方向に揃う為に特有の光学的異方性を示し
ディスプレイとして使える｡しかし分子が立方体的或いは正12面体的な高い対称性を持つと､
例え分子が全体として揃っても光学的異方性は示さない｡しかしマクロな運動法則は等方的液
体のそれと異なる｡光散乱の端数ベクトル回りの回転角は巨視変数の一つでその時間変化は拡
散則に従う[23]｡Fischercluster【6]のダイナミクスはこの様な考えと矛盾しない｡しかし静的
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な異常小角散乱の説明にはならない｡その一方で普通の液体でも構造緩和時間が長くなると固
体的な性質をしめす｡この場合には局所的変形テンソルが余分のマクロな自由度として入って
くる｡高分子の薄い層がしめす固体的な振る舞い[7]はこちらに近いかも知れない｡しかしこれ
らの議論は未だ推測の域をでない【22】｡
4 おわUに
本稿では古くから知られている謎の実験事実に焦点をあてて説明した｡現代の物性物理では
この様なことは稀である｡このようなものを追求しても何も出てこないことが多いが全く新し
い展望が開ける可能性が無きにLもあらずである｡
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異常小角散乱が消滅した｡
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